
内部統制システムの整備

コンプライアンスに関する基本方針・規程
　当社では、生命保険事業を通じて社会公共の福祉に
貢献するという使命を果たすべく、経営の基本理念である
「経営の要旨」ならびに住友生命グループ各社および役職
員一人ひとりが実践していく指針を定めた「住友生命グ
ループ行動憲章」に則り誠実に業務を遂行しています。

コンプライアンスへの取組み

上記の前文とともに、以下の各項目について方針を定めています。

内部統制基本方針の概要

コンプライアンスの基本認識

２．業務の適正を確保するための体制
①執行役および使用人の職務の執行が法令およ
び定款に適合することを確保するための体制 
②執行役の職務の執行に係る情報の保存および
管理に関する体制 
③損失の危険の管理に関する規程その他の体制 
④執行役の職務の執行が効率的に行われること
を確保するための体制 
⑤相互会社およびその実質子会社から成る企業
集団における業務の適正を確保するための体制 
⑥顧客保護が図られることを確保するための体制 
⑦内部監査の実効性を確保するための体制

１．監査委員会の職務の執行のための体制
①監査委員会の職務を補助すべき取締役および
使用人に関する事項 
②監査委員会への報告に関する体制 
③監査委員の職務の執行（監査委員会の職務の
執行に関するものに限る。）について生ずる費用
の前払または償還の手続その他の当該職務の
執行について生ずる費用または債務の処理に
係る方針に関する事項 
④その他監査委員会の監査が実効的に行われる
ことを確保するための体制 

　さらに、コンプライアンスに関する基本方針を明確化す
るため、その推進に関する基本的事項を定めた「法令等遵
守方針」および「保険募集管理方針」を制定し、これに基づ
きコンプライアンス推進体制を整備しています。

コンプライアンス推進体制
　当社では、全社のコンプライアンスを推進するため、社
長を委員長とするコンプライアンス委員会を設置していま
す。コンプライアンス委員会は、下部組織であるモニタリン
グ連絡会議を通じて、個別課題等のモニタリング・分析状
況等について報告を受け課題解決に向け審議しています。
　また全社のコンプライアンスを統括する組織としてコン
プライアンス統括部を設置しています。コンプライアンス
統括部では、上記個別課題への取組みに加え、会社全体
の法令等遵守状況を取締役会等へ報告し、業務運営に必
要な指示を受けています。
　このような取組みを機能させるため、本社各部門および
各支社はコンプライアンス取組計画を策定し、年度計画を
通じたコンプライアンス推進に努めています。また、各支社
においては、支社コンプライアンス委員会を中心とした自
律機能の発揮にも力を入れています。
　当社では、このように経営主導の下、全社一丸となったコ
ンプライアンスに対する取組みを行っています。

コンプライアンスを重視した企業風土の醸成
　コンプライアンスを重視した企業風土の醸成とその徹
底を図るべく、コンプライアンスに関する基本的な考え方
や個 の々業務に関し特に留意すべき事項等をまとめた「コ
ンプライアンス・マニュアル」および「保険募集コンプライ
アンス・マニュアル」を策定し、全役職員への配付等によ

り、徹底を図っています。
　コンプライアンスに関する研修を幅広く実施しているほ
か、社内報やＤＶＤ、社内ＬＡＮを活用したコンプライアン
ス教育も定期的・継続的に行っています。

（前文）
　当社は、経営の根本精神を表した企業理念である
「経営の要旨」を頂点とし、「経営の要旨」に示された当
社の普遍的な使命をＣＳＲの視点から再整理した「Ｃ
ＳＲ経営方針」、および中長期的に実現すべき顧客視
点から見た会社のめざすべき姿を示す「住友生命ブラ
ンドビジョン」を経営方針としている。
　これらによって構成される経営方針に則り、業務
の健全性および適切性の確保に向けた内部統制シス

テムの整備に係る基本方針として、保険業法第５３条
の３０第１項第１号ロおよびホの規定に基づき取締役
会が本方針を定め、役職員に対して周知徹底を図ると
ともに法令に基づく開示を行う。
　当社は、本方針に則って内部統制システムを整備す
るとともに、取締役会においてその実効性を検証し、必
要な改善を図ることとするほか、内部統制システムの運
用状況の概要の開示を行う。

　当社は、経営の健全性・適切性を確保する観点から、
「内部管理態勢の強化」に取り組んでいます。取締役会に
おいて、保険業法第５３条の30第1項第1号の規定に基づ
き「内部統制基本方針」を定め、この方針に基づいて、リ

スク管理態勢、コンプライアンス態勢および内部監査機能
の充実を図るとともに、監査委員会の監査が実効的に行
われるための体制整備など、内部統制システムが有効に
機能するような取組みを行っています。

　当社では、お客さまの信頼にお応えし続けていくという
経営の基本をより強固なものとしていくため、コンプライア

ンスを重要な経営課題と捉え、以下のコンプライアンス推
進体制を構築しています。

※当社では法令・規定に違反する行為の早期発見と是正を図るため内部通
報・相談窓口を設置していますが、平成２７年７月からは更なる客観性・対応
力向上の観点から社外窓口に統一しました。
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【当社のコンプライアンス推進体制】
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代表執行役社長
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コンプライアンスへの取組み

当社は、各種法令や社会のルールなどを遵守し、反社会的勢力への対応や未成年者を対象とする保険加入の適
切性確保など、モラルリスクの排除に留意しつつ、次の方針に基づき、適正な勧誘を行います。

スミセイの勧誘方針

＜勧誘方針＞
「金融商品の販売等に関する法律」に基づき、お客さまへ商品をお勧めするに際して配慮すべき事項をまとめた「勧誘方針」
を策定し、全国の支社・支部等に掲示しているほか、当社ホームページにも掲載しています。
http://www.sumitomolife.co.jp/promise/

適切かつ迅速なお客さま対応
　当社は、個人情報の取扱いに関するお客さまからのご照
会、ご意見・ご要望には適切かつ迅速に対応いたします。反社会的勢力への対応

１. 重要事項の説明とコンサルティング
お客さまに商品内容を正しくご理解いただくために
「契約概要」、「注意喚起情報」、「ご契約のしおり-定
款・約款」などにより、重要事項について正確で分か
りやすい説明を行い、「意向確認書面」などを用い
て、お客さまのご意向に沿った商品をお客さまと一
緒に考え、ご提案いたします。
特に、市場リスクのある商品のご提案に際しては、お
客さまの年齢・知識・投資経験・財産の状況および
契約締結目的などに十分配慮して、各種リスク、手
数料などを説明いたします。

２. 訪問などでの心がけ
お客さまへの訪問・連絡などに際しては、時間帯・場
所・方法などに関し、お客さまのご都合に十分に配
慮いたします。

３. 教育・研鑽
お客さまからの様々なご要望・ご相談に適切にお
応えできるよう、専門知識はもとより、法令に関す
る知識やマナーなどを向上させていきます。

４. お客さま情報の保護
お客さまに関する情報につきましては、法令や社内
規定などに則り、安全・適切に管理するための措置
を講じます。 

５. お客さまの声への対応
お客さまからのお問合せなどには、迅速・適切・丁
寧に対応いたします。また、お客さまからお寄せい
ただいたご意見・ご要望は真摯に受け止め、お客さ
まの声を大切にする会社を目指してまいります。

個人情報保護への取組み

個人情報保護に関する考え方

個人情報保護に関する基本方針

　当社は、お客さまの個人情報は、当社が業務上必要な範囲でお預かりしたお客さまの大切な財産であると認識してお
り、「個人情報の保護に関する法律」を遵守して、適正に取り扱っています。

個人情報保護に関する基本方針
　当社では、まず、「住友生命グループ行動憲章」において
お客さま情報を厳正に管理することをすべての役職員の
行動指針とし、その上で、個人情報の管理体制や適切な取
扱いについて「顧客情報管理方針」「セキュリティポリシー」
等に明確に定めています。
　また、個人情報を適正に収集させていただくことや、当
社における個人情報の利用目的を特定し、この利用目的を

達成するために必要な範囲に限って個人情報を取り扱うこ
とを徹底するなど、「個人情報の保護に関する法律」にも確
実に対応しています。
　これらの個人情報保護に関する方針や取組みは、「個人
情報保護に関する基本方針」としてまとめ、当社ホーム
ページ等で公表しています。

個人情報のセキュリティの徹底
　当社は、コンプライアンス統括部を顧客情報管理部門と
定め、社内規定において役職員の守秘義務を明確にしたう
えで、定期的に教育する等により周知・徹底しています。
　また、個人情報にアクセスできる者を業務上必要最小限
の範囲に限定し、個人情報の漏えい等を防止するために各
種のセキュリティ対策を講じています。
　例えば、営業職員が使用する携帯端末（SumiseiLief）
や個人情報を管理するオンラインシステム等について、ID・

パスワード等による本人識別・認証を確実に実施するとと
もに、アクセスできる個人情報の範囲についても、業務に応
じて適切なコントロールを実施する等、アクセスの厳正管
理を実施しています。
　また、外部からの不正アクセス等を防止するための各種
の安全管理措置も講じています。
　このように、個人情報を安全に管理するため、必要かつ
適正なセキュリティ対策を講じています。

当社は、個人情報の保護が個人の生命・身体・財産の安全に関わる重要な問題であることを深く認識し、個人の
権利・利益の保護およびお客さまの信頼を第一に考え、「個人情報の保護に関する法律（以下、『個人情報保護
法』）」その他の法令・ガイドラインや一般社団法人生命保険協会の指針を遵守して、機密性・正確性を保持する
等、個人情報を適正に取り扱ってまいります。

反社会的勢力に対する基本方針
　当社では、「住友生命グループ行動憲章」、「内部統制基
本方針」および「反社会的勢力対応方針」において、「市民
社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力に対して
断固たる態度で組織的に対応し、同勢力との関係を遮断

し排除すること」を反社会的勢力対応の基本方針として定
めています。また、その細目として「反社会的勢力対策規
程」を制定しています。

反社会的勢力への対応
　当社では、「反社会的勢力対応方針」において、総務部を
反社会的勢力対応の全社的な統括部門と定め、具体策の
策定・実行、役職員への教育・啓発等を行っています。ま
た、総務部が反社会的勢力に関する情報を一元的に管理
し、その情報を活用して、警察・暴力追放運動推進セン
ター・弁護士等の外部専門機関と連携のうえ、同勢力との

関係遮断および排除に取り組んでいます。
　反社会的勢力から不当要求など何らかの接触があった
場合には、統括部門である総務部に迅速かつ適切に報
告・相談が行われ、また、経営陣の適切な指示・関与のもと
対応を行っています。

1．個人情報の利用目的
a．　当社は、個人情報を以下の目的を達成するために必要
な範囲にのみ利用させていただき、それ以外の目的に
は利用いたしません。
・各種保険契約のお引き受け、ご継続・維持管理、
保険金・給付金等のお支払い

・関連会社・提携会社を含む各種商品・サービスの
ご案内・提供、ご契約の維持管理
・当社業務に関する情報提供・運営管理、商品・サービス
の充実
・その他保険に関連・付随する業務

87

R
EPO

R
T  SU

M
ISEI  2015

経
営
基
本
方
針

平
成
26
年
度
の
業
績

住
友
生
命
の
C
S
R

C
S
R
を
支
え
る
経
営
体
制

組
織
の
概
要

デ
ー
タ
編

R
EPO

R
T  SU

M
ISEI  2015

86

経
営
基
本
方
針

平
成
26
年
度
の
業
績

住
友
生
命
の
C
S
R

C
S
R
を
支
え
る
経
営
体
制

組
織
の
概
要

デ
ー
タ
編


